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3．世田谷区認知症とともに生きる希望条例を
日々の中で活かそう！

～よりよい暮らしと地域を、一緒に一歩一歩～

令和５年度
認知症ケア研修
「世田谷区認知症とともに生きる希望条例
及び認知症に関する制度と動向」

認知症介護研究・研修東京センター
永田 久美子

（世田谷区認知症施策評価委員会委員）





この時間に、お伝えしたいこと、一緒に考えたいこと
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１．「認知症とともに生きる希望条例」と「希望計画」の（再）確認
略：希望条例

２．希望条例の「活かし方」を考えよう ＊日常の中で

☆一人ひとりが、ちょっと動き出そう

★（小さな）できそうなことは・・・

★一人ではなく、誰かと一緒に・・・



1. 希望条例・希望計画を（再）確認しよう

１） 希望条例はなぜつくられたの？

２） 希望条例は何をめざしてるの？

３） 希望条例の実現のためのポイントは？
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１）希望条例はなぜつくられたのか？

①世田谷区民、約92万人。認知症の人、現在3万人以上。
・今後、ますます増えていく。
・認知症は、誰にとっても身近な存在。 ★自分事！
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②すでにたくさんの認知症施策やサービスがある。
しかし、本人視点・自分事としてみてみると・・・ 改善が必要な点が山積

★今と未来のために、世田谷区全体で総力をあげて取り組む必要がある
みんなが同じ方向を向いて力を合わせて持続発展的に進む道標となる区の条例が必要。



世田谷区

認知症とともに生きる

希望条例
2019年10月施行

希 望 条 例 を 道 標 に 、 同 じ 方 向 を 目 指 し 、
み ん な が チ カ ラ を 合 わ せ て 進 ん で い こ う ！

★安心して
認知症になれる

世田谷に

★めざしていること（ビジョン）

希望条例（略称）
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２）希望条例は何をめざしているの？

★ビジョンは、みなさんが日々目指していることと同じ
★希望条例は、日々の取りくみを、よりよく、よりスムーズに進めていくための、後ろ盾

★全区民が

自分らしく生きる希望を持ち

意思と権利が大切にされ

安心して暮らし続けられる

地域共生社会



★①本人の声を聴き、本人とともに

②4つの重点テーマを掲げ、区をあげて

③小さく始めて、改善しながら、大きく広げる

④多世代・多分野の人たちが参加し、つながりをともにつくる
＊対話を重ねながら

⑤中長期的に世田谷の未来像をともに思い描きながら
＊息長く、続ける

まずは3年 ➡今年度は3年目！
仲間を増やしながら10年先を思い描きながら続ける

希 望 計 画
希望条例を「絵に描いた餅」にせず、本気で実現していくために
希望計画がつくられました（2021年3月）

すべての人たちの
「あたりまえ」に

ケア関係者は
区民の

身近なモデル！

＜希望計画の５つの基本方針＞



希望条例をつくる過程に本人が参画し、意見を発信！

条例検討委員会では、本人たちが積極的に発言しました。

8チャンスがあれば一人ひとりが発信できる！ 一人ひとりの可能性が大！
＊ふだん関わっている本人たちは、発信する機会（声を出せる機会）を持っている。

本人たちが発信できるように伴走している
区内のケア関係者がいる！



★①今までの認知症の考え方
（認知症観）を 変える

②本人が発信・参加し、
ともにつくる

③みんなが「「備える」
「私の希望ファイル」

④希望と人権を大切に、暮らしやすい地域を
ともにつくる

認知症とともに
あたりまえに

暮らせること（人権）を
いちばん大切に

条例実現のための「4つの重点テーマ」 ★プロジェクト

＊自分だったら・・・・そうあってほしい、あたりまえのこと。自分事として
＊理解者、仲間を増やし、力を合わせて進めていこう。 9

３）希望条例の実現のためのポイントは？

希望条例では、「4つの重点テーマ」に焦点を当てて、一体的に進めています。

★条例リーフレット
参照

★情報発信・共有プロジェクト

★本人発信・参画プロジェクト ★「私の希望ファイル」プロジェクト

★地域づくりプロジェクト
互いに
楽に

世田谷区
みんなで
アクションガイド



「認知症についての考え方（認知症観）」を変えよう！
すべての区民が、区内で働く人たちが、医療・介護・福祉・法律等の専門職が
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一人ひとりが、新しい考え方にチェンジを！ ＊ケア関係者こそ、日々の中で
新しい考え方の仲間が増えると、本人、家族、地域の人、専門職、みんなが暮らしやすくなる！

❶他人事、自分に関わりない、目をそらす ❶自分ごと、自分も関りがある、そなえる

❷本人はわからない、できない ❷本人なりにわかる、できることがある
話せない、本人の声を聞かない 配慮があれば話せる、声を出せる、声を聴く

❸おかしな言動で周囲が困る ❸本人なりのワケがある、本人が一番困っている
配慮ない環境で本人が困っている 配慮のある環境なら、楽に暮らせる

❹本人が決めいるのは無理 ❹本人が人生の主人公。本人なりの思いがある
周りが決めてあげる 本人（自分）が決められる（ように支援）

❺地域の中で暮らすのは無理 ❺地域の中で暮らし続けられる
恥ずかしい、隠す、地域から遠ざかる オープンに、地域でともに

❻支援してあげる、支えられる一方 ❻力を活かして活躍、支え合う

➐暗い、萎縮、あきらめ、絶望的 ➐楽しく、のびのび、前向きに、希望を

古い考え方 新しい考え方



絶望の悪循環
他人事、ダメなことばかりみる。

暗く、楽しみなく、ピリピリ

⇒お互い消耗、仲たがい

⇒状態悪化、力を出せない

⇒みんなが後ろ向きに

希望の良循環
自分事、できることをみつける。

明るく、楽しく、力を抜いて

⇒お互いを活かす、仲良く

⇒状態安定、力が伸びる

⇒みんなが前向きに

困った、大変・・・という時にこそ、小さな希望を大切に、良循環を！

「希望」を見失わない人がいる地域では、認知症になっても生き生き！
希望の良循環を、一人ひとりが、「日々の中で」生み出していこう

これまで：古い考え方（文化） これから：新しい考え方（文化）

互いに
楽に

互いに
苦しむ
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全身状態低下 終末

家族、友人
職場の人々
地域の人々,子供達
町内会、民生委員さん
店、銀行、交通機関 他

＊どの段階でも
 あきらめないで

より良い状態になるように

地域包括支援センター

いつでも・どこでも、大切な生活仲間

生活の支障が増える

元気な頃から
地域で共に

変化が起きても
地域で共に 地域で共に

人生の締めくくり

地域で共に

医療の関係者

行政関係者

出会い
つながる場

古い認知症観のままの地域で
暮らしている本人がたどる経過

悪循環に陥り
本人の負荷、家族、社会の負荷が増幅

お互いが苦しむ

新しい認知症観の地域で
暮らしている本人がたどる経過

良循環が生まれ
本人がよりよく暮らしていける

本人の負荷、関係者の
負荷が最小に

お互いが楽になる

特に、初期が大切！

暮らす地域の認知症観によって、発症後の人生行路が大きく左右されている
➡みんなが新しい認知症観で、つながりあい、暮らしと地域をともにつくる地域に



世田谷区内の地域のつながりの中で、悪循環から脱してよりよい人生行路を歩んでいる人たち
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２．希望条例の「活かし方」を考えよう ＊日常の中で

★（小さな）できそうなことは・・・

★一人ではなく、だれかと一緒に・・・



★4つの「重点テーマ」 を、日々の中で



日々の
あたりまえに！

★
ケアの基本

だけど
実際は・・・

コツコツ、地道に
ケア関係者がやってみせて

地域のみんなのあたりまえに

①今までの認知症の考え方（認知症観）を変える
・振り返ってみる・・・自分自身が、職場全体が
・日々のケアを、新しい考え方で実践！ 関わり、アセスメント、ケアプラン立案、評価

チェンジ！



素朴の問い

Q1   自分が出会う一人ひとりは、どんな人生行路を歩んでいるのか・・・？

Q2 本人は、思いや望みを、自分に発することができているか？

自分は、本人の思い・（小さな）望みを聴けているか？

Q3 本人は、地域の人や専門職とつながることができているか？

Q4 本人は、つながりの中で、

自分の力を活かして（小さな）望みをかなえられているか？

「これぞ自分」という時間を過ごせているか？

希望条例・計画は、ケアで大切にしていることやプロセスと同じ

＊ケア関係者は、日々の中で、希望条例を一歩一歩推進している大切な人たち



②本人が発信・参加し、ともにつくる

＊本人が発信・・・本人が思いや望み等を表す ＊日常の暮らしの中でこそ本音が出る
・ことば、つぶやきで
・ことばにならない声で
・声にならない表情、まなざし、全身の動き・反応で

・本人のかたわらで支えているケア関係者だからこそ、気づける本人の「発信」がある

・その本人にあわせて発信しやすいような環境・配慮をでケア関係者だからつくれる
困りごと等のみではなく、望みを表せるように

＊本人の発信をもとに、参加できる場面を一つ一つ、本人とともにつくる
続けたいこと、やりたいこと等 暮らしの場で、地域の中で、特別な場で

地域の人に
思い・望みを伝える



本人発信をあきらめない
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参考：特養ローマンうえだ（長野県上田市）の活動報告より
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本人発信
声を聞き流さずに

いい一時
いい人生の
一コマをつくる

参考：特養ローマンうえだ（長野県上田市）の活動報告より



③みんなが「備える」
わたしの「希望ファイル」

わたしの「希望ファイル」・・・書式や形式が重要なのではない
・一人ひとりが「希望」を発信できること
・「希望」が消えずに、書きとめられ、蓄積されていくこと（ファイル）
・書きとめられた「希望」が、その後のよりよい暮らしに活かされること

例：デイサービスで
一人ひとりの望みを、
本人といっしょに記録

➡家族に大好評
他の医療職、介護職にも役立つ

在宅：ケアマネジャー+ヘルパー+デイ職員がともに
★本人が望む会いたい人・行きたいところの

声をシートで集約
ビジュアルなつながりマップを作成

（センター方式 A4シート）
➡関係者が共有して,日々の関わりに活かす
➡施設入所時に、しっかりバトンタッチ

入所後のコミュニケーション、活動、地域
とのつながりに非常に役立つ

＊住みかえのダメージを防ぐ
（リロケーションダメージ）



参考 「希望の木」作り 認知症本人が参加し、希望を伝える活動
認知症在宅生活サポートセンター 03-６379-4315

ケア関係者こそ、
本人たちとともに、
希望の木を育てよう！



本人を身近で支えているケア関係者だからこそキャッチできた
本人の声（苦悩、望み等）を地域に伝え、

暮らしやすい地域を、一歩一歩、ともにつくろう

＊希望：だいそれたことではなく、一人ひとりがもっている
自分らしく生きていくために欠かせない（小さな）望み

人が生命力を
保ち・伸ばす
ために必須
＊特に、

認知症がある
人にとっては

④希望と人権を大切に、
暮らしやすい地域をつくる

※地域で伝えられる人は・・・あんすこ、アクションチームの関係者、同業者の仲間
その他：運営推進会議のメンバー、地域のなじみの人等、

＊人権：人が人として生きていくための「あたりまえ」のこと



★本人：小さな望みがかなうことで、喜び・安心・安定・自信・生きる力に



ちょっと一緒に
夜の飲み会！

いっしょに図書館に
とても落ち着く・・・。

男性編！

ちょっと一緒に将棋でも 新聞見て、しゃべろうよ

ちょっと一緒に、
スーパー銭湯に

ちょっと一緒に、
ハイキングに



「地域で活躍したい」 「働きたい」（社会参加したい） 本人が大勢いる
★「やりたいこと」が起点。 ●自分の時間、最後は自分がやりたいことに使いたい

やりたいことは百人百様：小さなことから、社会が変わる



〇世田谷区には、希望条例があるよ～。

〇（「アクションガイド」の本人の声を見せながら）
こんな風に暮らせる時代なんだよ～。
いっしょに、前向きにやっていこうね。

〇アクションガイドをコピーして
・職場の目立つところに貼って
みんなに目にしてもらう

・本人や家族、地域の人等に渡そう

〇地域の集い場、アクションチーム等の
地域情報にアンテナを張って、
   職場内、仲間同士で、
   どんどん共有しよう

★みなさんやみなさんの職場の取組みや
 （小さな）アイディアや工夫を、遠慮せずにPRしよう！

⑤ 希望条例、新しい考え方を、誰かに伝えよう。 ＊一人からでも！
前向きに話し合ってみよう。・・・やってみたいこと、地域の情報など



世田谷区内で、日々、本人とともにチャレンジが始まっています！

本人一人ひとりの底力はすごい！
ケア関係者が、一緒に喜び、楽しんで後押ししてくれると、
底力を発揮して、よりよい人生行路をたどれる人が、身近にいる！

経堂にて



★本人が暮らす視点に立つと、一緒に支え合える人たちが
世田谷区には、たくさんいる！



時代も、人も、変化しています。

一人ひとりが持っている可能性、

わが町にある可能性を、どうか大切に。

できないことを嘆かずに、
お互いの「いいとこ探し」をしながら、
より良く生きていける希望、可能性を、
ひとつ、ひとつ、広げていきましょう。

自分が
自分らしく伸びやかに
暮らし続けていくためにも、
新しい流れを、一緒に。



世 田 谷 区 に は 、 希 望 条 例 が あ る ！

希 望 を も っ て 楽 し く 暮 ら せ る 日 々 を

一 人 ひ と り が 誰 か に 伝 え 、 語 り あ い

い っ し ょ に 、 つ く っ て い こ う

今、
ここから

自分自身も
いい日々

いい体験を



どうぞご参考に！

〇検索⇒「認知症とともに生きる希望宣言」 日本認知症本人ワーキンググループ

〇検索⇒認知症とともに生きるまち大賞 NHK厚生文化事業団

※各地の活動を、短い動画をご覧いただけます：目からウロコ

○永田久美子：認知症の人の生活支援、NHK社会福祉セミナー

テキスト、2023年4～９月号

○永田久美子監修：認知症の人たちの小さくて大きなひと言、

私の声が見えますか？、harunosora社、2016

○認知症の私たち、NHK取材班：認知症になっても人生は終わらない、

認知症の私が、認知症のあなたに贈ることば、 harunosora社、2017

★「絶望なんてしてられない！」もっと人生楽しもう


